
心臓血管内科(重症心不全・移植コース)専門修練医カリキュラム 

 

概要 

重症心不全・移植コースでは、機械的補助循環装着中や強心薬依存状態など重症心不全患者

の病態評価を習熟し、薬物療法や補助循環、移植医療の実践を学ぶこと、また臨床上に生じ

る疑問点(クリニカルクエスチョン)を解決するための基礎・臨床研究を行い、重症心不全の

病態や診療における理解を深めることを目標とする。 

1. 重症心不全患者の病態を正確に評価し、適切な薬物療法や補助循環(IABP、PCPS、

IMPELLA、補助人工心臓(VAD))を用いた治療を行う。 

2. 心臓移植や Destination therapy (DT)治療の適応評価を行う。 

3. 心臓外科と連携し、心臓移植や VAD 装着患者の周術期評価・管理を行う。 

4. 抗凝固療法、創部処置、合併症対応など、VAD 装着患者の評価・管理を行う。 

5. 免疫抑制薬調整、拒絶反応評価、合併症治療など、心臓移植後患者の評価・管理を行う。 

 

研修対象および期間 

研修期間：1～2 年間(相談可) 

研修対象：主に医師 5 年目～15 年目(一般循環器内科の基本的研修を終了していることが

望ましい) 

 

関連資格 

・日本循環器学会 循環器専門医 

・日本移植学会 認定移植医 

・補助人工心臓治療関連学会協議会 植込型補助人工心臓 管理医 

 

対象疾患・病態 

1. 下記の疾病により入退院を反復あるいは、強心薬や補助循環依存状態にあるような重症

心不全 

・特発性心筋症：拡張型心筋症、肥大型心筋症、拘束型心筋症、不整脈原性右室心筋症など 

・二次性心筋症：サルコイドーシス、薬剤性心筋症、心筋炎後心筋症など 

・劇症型心筋炎 

・虚血性心疾患 

・先天性心疾患 



・弁膜症性心疾患 

2. 心臓移植あるいは DT 目的で植込型 VAD 装着中 

3. 心臓移植後 

 

研修目標 

1. 重症心不全・移植病棟を中心に入院患者の担当医となり、心エコーや右心カテーテルな

どによる重症心不全・移植症例の病態評価、強心薬や心筋保護薬の使用と管理を学ぶ。 

2. 必要に応じて心臓外科、ICU や CCU と連携をとりながら、植込型 VAD、体外型 VAD、

ECMO、IMPELLA、IABP など補助循環装置の原理、管理方法を習得する。 

3. 重症心不全患者の心臓移植や DT 適応について、適切な評価、検討を行う。 

4. VAD 装着患者の担当医となり、血行動態に応じた適切な循環補助の管理、抗凝固療法の

調整や創部感染の治療などについて学び、実践する。 

5. 心臓移植後患者の担当医となり、拒絶反応の診断・評価方法や、免疫抑制療法について

学ぶ。また、冠動脈造影や血管内超音波(IVUS)による移植心冠動脈病変の評価を行う。 

6. 心筋生検を行い、重症心不全症例の病理学的検討や移植後症例の拒絶反応評価について

学ぶ。 

7. 植込型 VAD 装着患者の在宅管理(職場復帰)を研修する。 

8. 心臓移植ドナーの評価・管理について学ぶ。 

9. 重症心不全患者、VAD 装着患者のリハビリテーションについて学ぶ。 

10. 重症心不全患者の終末期医療・緩和ケアについて学ぶ。 

 

 

研修内容 

1. 臨床研修 

専門修練医は移植医療部(重症心不全・移植科)に所属し、前述の目標を含めた重症心不全診

療についての知識と技術を習得することを研修の目的とする。患者の受け持ちは、補助循環

サポート中を含む重症心不全症例、植込型 VAD 装着症例、移植後症例の入院患者で平均約

4～6 名である。 

<週間スケジュール> 

 月 火 水 木 金 

病棟業務 入院症例診察 入院症例診察 入院症例診察 入院症例診察 入院症例診察 

検査業務 カテーテル検査 

心エコー検査 

心エコー検査 カテーテル検査 

心エコー検査 

心エコー検査 カテーテル検査 

心エコー検査 



 

カンファレンス・

勉強会 

病棟カンファレンス 

免疫抑制カンファレ

ンス 

病理検討 

勉強会 

臓器移植医学的適応症

例検討会(移植・DT 検

討会) 

病棟カンファレンス 

免疫抑制カンファレン

ス 

病理検討 

病棟回診 

免疫抑制カンファレン

ス 

VAD カンファレンス 

病棟カンファレンス 

移植・DT 部内検討 

病理検討 

2. 臨床・基礎研究 

 重症心不全、劇症型心筋炎、補助人工心臓、心臓移植に関する臨床研究や、高度先駆的診

断治療に従事する。希望により上記に関して研究所での基礎あるいは先駆的研究に参画す

る。 

3. 当直業務 

 他の心臓血管内科部門と同様、緊急対応の修練を目的として、スタッフの指導のもとに最

低 24 時間一般内科当直業務あるいは CCU の交替制勤務（日勤あるいは夜勤）を月１回程

度行う。 
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